




























（１）C. M. Teixeira が考案した高精度な格子ガスモデルから出発する。 





















































になる。Teixeira の 54 速度モデルでは、これらの離散ベクトル値を 54 個考え、ひとつの格子点
には、それぞれが最大１個まで存在できるとする。従って、ひとつの格子点に存在できる仮想粒
子の最大数は 54 個である。ただし、その内訳は、①６個の“静止粒子”、②速さが c で向きが異
なる 24 個の“遅い運動粒子”、③速さが 2c で向きが異なる 24 個の“速い運動粒子”であり、静
止粒子だけは例外で、同じ速度ゼロをもつ仮想粒子がひとつの格子点に複数存在してもよい。 



























図２．２次元格子ガス法 FHP モデルにおける衝突散乱過程の１例 
とその計算を実現できる多層パーセプトロンの例 
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格子ガス法の粘性制御に関する論文例としては、Chen, Teixeria, Molvig は、「Digital physics 
approach to computational fluid dynamics: Some basic theoretical features (1997)」[7]
において、通常の衝突散乱規則に“過緩和過程”を追加することで粘性をより小さくできること


















































































































































































方向に 864 個、Ｙ方向に 384 個、Ｚ方
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